
 

平成１９年１月２９日 

 各 位 
 

                       会 社 名  東洋製罐株式会社 

                       代 表 者名  取 締 役 社 長  三木 啓史 

                       （コード番号 5901 東証・大証 各第 1 部） 

                       問 合 せ先  執行役員総務部長  清水 泰行 

                       （ＴＥＬ  03－3508－2113） 

 

当社連結子会社（東洋鋼鈑株式会社）の 

特別利益・特別損失の計上および業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

当社連結子会社である東洋鋼鈑株式会社は、平成１９年３月期の連結決算および個別決算に

おいて特別利益（退職給付信託設定益および投資有価証券売却益）ならびに特別損失（固定資

産臨時償却費）の計上を見込んでおります。また、同社が平成１８年１１月９日公表の平成  

１９年３月期（平成１８年４月１日から平成１９年３月３１日）の通期業績予想（連結・個別）

を修正しましたので、別紙のとおりお知らせいたします。 

 なお、当社の通期連結業績予想につきましては、平成１９年３月期第３四半期の決算発表時

（平成１９年１月３０日予定）に公表する予定であります。 

 

 

（別紙）東洋鋼鈑株式会社の開示資料 

 

以 上 

 

 

 



 
平成１９年１月２９日 

各  位 

会 社 名  東 洋 鋼 鈑 株 式 会 社 

代表者名  代表取締役社長 田中 厚夫 
（コード番号 ５４５３ 東証・大証第１部） 

問合せ先  総  務  部  長 岡内 孝靜 

（ＴＥＬ ０３－５２１１－６２００） 
 

 

特別利益・特別損失の計上および業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 当社は、平成１９年３月期の連結決算および個別決算において、下記の特別利益の計上および有形

固定資産の減価償却の見直しによる特別損失の計上を見込んでおりますのでお知らせいたします。 

 あわせて、平成１８年１１月９日に公表しました平成１９年３月期（平成１８年４月１日～平成 

１９年３月３１日）の業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 

記 

 
１．特別利益について 

  当社は、将来の退職給付原資を確保するため、当社が保有する株式の一部を退職給付信託に追加

拠出すること、また、資産の効率化を図るため、当社が保有する投資有価証券の一部を売却するこ

とを予定しております。 

なお、損益に与える影響としましては、平成１９年３月期において退職給付信託設定益約２０億

円、投資有価証券売却益約３億円を特別利益に計上する見込みです。 

 

２．特別損失について 

  当社及び一部の連結子会社は、有形固定資産の減価償却について、取得価額の５％まで償却して

いましたが、当連結会計年度から備忘価額（１円）まで償却することに変更いたします。これは、

有形固定資産の減価償却終了後の処分可能価額が概ね零に近く、処分費用も発生するという現状を

踏まえたものです。 

  この変更に伴い、過年度分について臨時償却を行い、単独では約５６億円、連結では約５９億円

の特別損失を計上する見込みです。 

 
３．業績予想の修正 

（１）平成１９年３月期連結業績予想数値の修正（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日） 

（金額の単位：百万円） 
 売 上 高 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（Ａ）（平成１8 年 11 月 9 日発表） １２７，３００ ３，６００ １，８００ 
今回修正予想（Ｂ） １３０，１００ ４，５００ ５００ 
増減額（Ｂ－Ａ） ２，８００ ９００ △１，３００ 
増減率（％） ２．２ ２５．０ △７２．２ 
（ご参考）前期実績（平成１８年３月期） １３４，０５９ △１６３ ４７９ 

 

別 紙 



 

（２）平成１９年３月期個別業績予想数値の修正（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日） 

（金額の単位：百万円） 
 売 上 高 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（Ａ）（平成１８年１１月９日発表） １０９，０００ ２，５００ １，７００ 
今回修正予想（Ｂ） １１１，０００ ３，０００ ８００ 
増減額（Ｂ－Ａ） ２，０００ ５００ △９００ 
増減率（％） １．８ ２０．０ △５２．９ 
（ご参考）前期実績（平成１８年３月期） １１６，０３５ △１，３７０ ４３１ 

 

（３）修正の理由 

通期の予想につきましては、売上高、経常利益は販売数量の増加や製造費用、諸経費の削減の  

推進等により、前回の予想を上回る見込みであります。また、上記のとおり特別利益および特別損

失の計上を見込んでおり、平成１８年１１月９日に公表した業績予想を修正いたします。 

 

 
※上記の業績予想は、当社が現時点で合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業

績は、今後の様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

以 上 


